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国
家
公
務
員
採
用
総
合
職
試
験

（
院
卒
者
試
験
･
大
卒
程
度
試
験
）

○
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
４
月
１
日（
月
）

～
４
月
８
日（
月
）、
郵
送
又
は
持
参
／
４
月
１
日

（
月
）、
４
月
２
日
（
火
）

○
第
１
次
試
験
日

４
月

日
（
日
）

28

国
家
公
務
員
採
用
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

○
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
４
月
９
日（
火
）

～
４
月

日（
木
）、
郵
送
又
は
持
参
／
４
月
９
日

18

（
火
）、
４
月

日
（
水
）

10

○
第
１
次
試
験
日

６
月

日
（
日
）

16

皇
宮
護
衛
官
採
用
試
験
（
大
卒
程
度
試
験
）

○
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
４
月
１
日（
月
）

～
４
月

日（
木
）、
郵
送
又
は
持
参
／
４
月
１
日

11

（
月
）、
４
月
２
日
（
火
）

○
第
１
次
試
験
日

６
月
９
日
（
日
）

法
務
省
専
門
職
員
（
人
間
科
学
）
採
用
試
験

○
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
４
月
１
日（
月
）

～
４
月

日（
木
）、
郵
送
又
は
持
参
／
４
月
１
日

11

（
月
）、
４
月
２
日
（
火
）

○
第
１
次
試
験
日

６
月
９
日
（
日
）

財
務
専
門
官
採
用
試
験

○
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
４
月
１
日（
月
）

～
４
月

日（
木
）、
郵
送
又
は
持
参
／
４
月
１
日

11

（
月
）、
４
月
２
日
（
火
）

○
第
１
次
試
験
日

６
月
９
日
（
日
）

国
税
専
門
官
採
用
試
験

○
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
４
月
１
日（
月
）

～
４
月

日（
木
）、
郵
送
又
は
持
参
／
４
月
１
日

11

（
月
）、
４
月
２
日
（
火
）

○
第
１
次
試
験
日

６
月
９
日
（
日
）

食
品
衛
生
監
視
員
採
用
試
験

○
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
４
月
１
日（
月
）

～
４
月

日（
木
）、
郵
送
又
は
持
参
／
４
月
１
日

11

（
月
）、
４
月
２
日
（
火
）

○
第
１
次
試
験
日

６
月
９
日
（
日
）

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

○
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

４
月
１
日（
月
）

～
４
月

日（
木
）、
郵
送
又
は
持
参
／
４
月
１
日

11

（
月
）、
４
月
２
日
（
火
）

○
第
１
次
試
験
日

６
月
９
日
（
日
）

航
空
管
制
官
採
用
試
験

○
受
付
期
間

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
／
４
月
１
日（
月
）

～
４
月

日（
木
）、
郵
送
又
は
持
参
／
４
月
１
日

11

（
月
）、
４
月
２
日
（
火
）

○
第
１
次
試
験
日

６
月
９
日
（
日
）

※
受
験
資
格
は
、
試
験
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
す
る
か
、
人
事
院
九
州
事

務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
方
法
に
つ
い
て

受
験
申
込
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
申
込
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
込
み
が
で
き
な
い

環
境
に
あ
る
場
合
は
、
人
事
院
九
州
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

-

〒
８
１
２
０
０
１
３

-
-

福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
２

１
11

-
-

℡
０
９
２
４
３
１
７
７
３
３

FA
X

-
-

０
９
２
４
７
５
０
５
６
５

H
P

「
国
家
公
務
員
試
験
採
用
情
報
ナ
ビ
」

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

平
成

年
度
国
家
公
務
員
採
用
試
験

25

（
院
卒
者
試
験
、
大
卒
程
度
試
験
）



Publicinformation21

こ
の
た
び
、
岩
下
暢
彦
さ
ん
（
大
字
色
見
）
が
、

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
（
新
任
）
さ

れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
人
権
が
侵
さ
れ
な

い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し
、
人
権
を
侵
さ
れ
た
人
が

い
た
場
合
に
は
、
相
談
相
手
に
な
っ
て
救
済
す
る
こ

と
と
人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え
方
を
広
め
、

自
由
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

４
人
の
方
々
で
す
。

○
藤
岡

ミ
キ
さ
ん
（
大
字
高
森
・
旭
通
）

佐
藤

徹
さ
ん
（
大
字
草
部
・
山
の
口
）

岩
下

暢
彦
さ
ん
（
大
字
色
見
・
井
上
）

白
石

吉
勝
さ
ん
（
大
字
河
原
・
市
野
尾
）

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般

県
民
の
方
を
対
象
に
年
間
を
通
し
て
実
施
し
て
い
る

介
護
講
座
の
平
成

年
度
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

25

講
座
内
容
や
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

○
募
集
期
間

３
月
１
日
～
３
月

日
31

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

http://w
w
w
.saw

ayaka.or.j

タ
ー
」

p

■
お
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー

-
-

℡
０
９
６
３
５
４
３
０
９
１

平
成

年
度

25

県
民
介
護
講
座
の
ご
案
内

草部地区活性化委員会

吉見郷土資料館オープン
人
権
擁
護
委
員
委
嘱
の

お
知
ら
せ

２月10日、旧草部南部小学校の元家庭科室、校
長室を改装して「吉見郷土資料館」がオープンしま
した。館内には、昔懐かしい生活用具から、今では
貴重な唐箕、馬車等の農具が展示されています。見
学料は無料です。見学時には必ず下記まで予約をお
願いします。
○予約先はこちらです
平日（土・日祭日以外）草部出張所 ℡64-0211
土・日・祝日 江藤明德さん（地区代表）

２月７日、観光交流センターで、研修会及びボラ
ンティア協力校連絡会を開催しました。各団体の連
携を深めることを目的に68名が参加。ボランティ
ア協力校の５校の内、今年度は、高森高校と高森中
央小学校が活動発表を行いました。ボランティア協
力校とは、将来、地域を担っていく児童・生徒に福
祉やボランティア活動への理解を深めるため、共同
募金を活用し、学校に福祉学習を取り入れ、学校と
社会福祉協議会が協働で福祉教育を進めています。
高森町ボランティア連絡協議会とは、町でそれぞれ
の分野で活動・活躍している団体等が連携し、交流
（ボランティア活動）・研修会することで、「福祉・
環境・防災」など福祉の町づくりを目指している団
体です。

高森町ボランティア連絡協議会研修会
ボランティア協力校が活動発表

岩下 暢彦さん
いわ した のぶ ひこ

（大字色見）
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本
町
の
自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
栗
焼
ケ
サ
ユ
さ

ん
（
野
尻
・
河
地
）
と
瀬
井
公
吉
郎
さ
ん
（
高
森
・

森
）
で
す
。
自
衛
官
志
望
者
へ
の
情
報
の
提
供
や
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-

栗
焼
ケ
サ
ユ
さ
ん
（
℡
６
５
０
５
７
４
）

-

瀬
井
公
吉
郎
さ
ん
（
℡
６
２
２
７
４
９
）

３
月

日
（
水
）
と
３
月

日
（
木
）

20

21

の
両
日
、
恒
例
の
初
市
が
、
本
年
も
開

催
さ
れ
ま
す
。
都
食
堂
前
よ
り
中
央
四

つ
角
ま
で
を
午
前
９
時
か
ら
午
後
７
時

ま
で
略
図
の
通
り
交
通
規
制
が
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員

初
市
開
催
に
伴
う

交
通
規
制
（
お
願
い
）

初市交通規制道路案内図
3月20日（水）～3月21日（木）

午前9時～午後7時
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県
で
は
、
平
成

年
４
月
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

25

【
地
域
振
興
局
】
の
区
域
を
越
え
た
、
広
域
的
な
観

光
振
興
や
地
域
振
興
の
推
進
、
収
税
や
検
査
な
ど
の

専
門
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
県
央
、
県
北
、
県
南
、

天
草
の
４
カ
所
に
【
広
域
本
部
】
を
設
置
し
ま
す
。

【
広
域
本
部
】
設
置
後
も
【
地
域
振
興
局
】
は
、

現
行
の

局
体
制
を
維
持
し
、
県
税
（
収
納
な
ど
）

10

の
窓
口
や
、
国
県
道
の
管
理
な
ど
住
民
に
直
接
関
わ

る
サ
ー
ビ
ス
を
引
き
続
き
提
供
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

-
-

県
人
事
課

℡
０
９
６
３
３
３
２
０
５
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ－

Ｂ
Ｓ
プ
レ
ミ
ア
ム
で
、「
に
っ
ぽ
ん
縦
断

こ
こ
ろ
旅
（
２
０
１
３
春
の
旅
）」
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
俳
優
の
火
野
正
平
さ
ん
が
４
月
に
、
鹿
児
島

県
を
ス
タ
ー
ト
し
山
梨
県
へ
向
け
て
旅
を
し
ま
す
。

番
組
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
お
手
紙
で
旅
の
ル
ー

ト
を
決
定
す
る
た
め
、
町
内
の
「
忘
れ
ら
れ
な
い
風

景
」
に
ま
つ
わ
る
手
紙
を
募
集
し
ま
す
。
手
紙
が
採

用
さ
れ
れ
ば
高
森
町
に
火
野
正
平
さ
ん
が
訪
れ
ま
す
。

○
熊
本
県
の
放
送
予
定
日

４
月
８
日
（
月
）
～
４

月

日
（
日
）

14

○
応
募
期
限

３
月

日
（
金
）
必
着

22

○
応
募
内
容

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
性
別
、

年
齢
、
思
い
出
の
場
所
、
場
所
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ

ソ
ー
ド

○
応
募
方
法

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：http://nhk.or.jp/kokorotabi/

FA
X

-
-

：
０
３
３
４
６
５
１
３
２
７

-

郵
送
：
〒
１
５
０
８
０
０
１

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
こ
こ
ろ
旅
」
係

■
お
問
い
合
わ
せ
先

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

-
-

℡
０
５
７
０
０
６
６
０
６
６

-
-

℡
０
５
０
３
７
８
６
５
０
０
０

あ
せ
く
っ
て

良
か
塩
梅
の
釘
探
す

飲
み
放
題

し
ゃ
べ
る
暇
な
ど
あ
り
ま
せ
ん

飲
み
放
題

選
挙
は
あ
っ
た
方
が
良
エ

あ
せ
く
っ
て

盲
腸
見
つ
け
き
ら
っ
さ
ん

又
ね

焦
げ
ぐ
せ
つ
け
た
鍋
だ
っ
た

温
も
っ
て

添
寝
の
方
が
眠
り
込
み

温
も
っ
て

懐
の
孫
戻
さ
し
た

恵
ま
れ
て

私
ゃ
薄
命
か
も
知
れ
ん

又
ね

祝
い
ば
か
り
で
身
が
も
た
ん

恵
ま
れ
て

四
季
折
々
が
味
わ
え
る

真
っ
白
か

マ
マ
の
愛
情
干
し
て
あ
る

市
原

正
成

大
塚
ほ
た
る

岡
本

琴
司

桐
原

白
酔

後
藤

愛
子

後
藤

信
子

佐
藤
多
可
雄

藤
本

無
心

松
山
キ
ヨ
子

森
川
そ
よ
子

渡
辺

雲
海

地
域
振
興
局
の
広
域
体
制
を

整
備
し
ま
す

手
紙
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

に
っ
ぽ
ん
縦
断

こ
こ
ろ
旅

肥 後 狂 句 （阿蘇御神火会）


